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１．概要（Summary ） 

 Mg3Sb2 は毒性が弱く自然界に豊富に存在する元素から

なり、作製コストが低いにもかかわらず極めて高い熱電性

能を示す（温度 725K 程度において無次元性能指数 ZT = 

1.651)）ため、最近注目されている熱電物質である。本研

本研究課題では、Mg3Sb2 系最大の ZT を持つ電子ドープ

Mg3Sb2 の価電子帯バンド構造の詳細を実験的に明らか

にすることを目的として軟 X 線角度分解光電子分光

(ARPES)を行った。その結果、世界で初めて本物質のバ

ンド構造を直接観測することに成功した。 

 

２．実験（目的,方法）（Experimental） 

 測定試料は電子ドープ Mg3Sb2単結晶試料を用いた。バ

ンド分散の測定は BL23SU の軟 X 線 ARPES 装置を用い

て行った。清浄試料表面は破断によって得た。バンド分

散の光エネルギー依存性を測定し、ブリルアンゾーンΓ

点を通る光エネルギーを決定した。その上で、複数の高

対称性方向で S/N 比の高い測定を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 観測された価電子帯バンド分散はΓ点に頂点と底を持

ち、バンド幅が 5 eV であることがわかった。化学ポテンシ

ャルは価電子帯頂上から 0.7 eV 上に位置する。このこと

は測定試料が n 型半導体であることと一致する。伝導帯

の底が形成する電子ポケットは実験精度の範囲内で観測

されなかった。バンド計算との比較から、実験的に得られ

たバンド構造がバンド計算の結果とよく対応することが分

かった。これらの実験結果は、Mg3Sb2 系の高い熱電特性を

理解し、さらには向上させるための基礎データとなる。 

 

４．その他特記事項（Others） 

参考文献 

1) Jiawei Zhang et al., Nature 508, 373 (2014). 

 

 本研究は産業技術総合研究所の李哲虎主任研究員、木

方邦宏研究員、國岡春乃氏との共同研究です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




